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本講演では，国際会議 UIST 2017 にて発表した “CanalSense: Face-Related Movement 
Recognition System based on Sensing Air Pressure in Ear Canals” について概説します．
CanalSense は人間が顎，頭，または顔を動かした際に発生する外耳道内の形状変化を用い
て顎，頭，または顔の運動（以降，頭部運動）の認識を行うシステムです．認識結果を用い
て情報機器のハンズフリーかつアイズフリー操作を実現できます．CanalSense は気圧セン
サを組み込んだイヤホンを用いて外耳道を塞ぐことによって，外耳道内の形状変化を気圧値
の変化として計測する事で頭部運動を認識しています．このイヤホンは市販の外耳道挿入型
イヤホンと同じ形状をしているため外見および装着感は市販のイヤホンと同じです．このこ
とから CanalSense は日常的な使用が可能です．そのため情報機器の操作だけでなく，頭部
運動を伴う咀嚼，発話などの行動認識にも利用できるためヘルスケア分野への適性も高いと
考えられます． 
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